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1. はじめに 
我々は，反転学習における自習時の e-ラーニ

ングのログを取得し，そのログに基づいて学校

での議論の場での学生をグループ化することに

より，学生の自習時における理解度別に議論を

進めることができ，学生の理解度の向上を図る

ことができることを示した[1][2]．本発表では，

問題の難易度や自習コンテンツの分かり易さ等

により，前述のグループ化を行う反転授業がよ

り適する場合と適さない場合があることを考察

する．より細かい単位で自習時間と確認テスト

の関係を分析することで，教室での授業の際の

グループ分けをより適切に行えることを示す． 

 

2. 自習時のログ情報に基づく反転授業 
2.1 グループ分け反転授業の概要 

文献[1][2]で提案した自習時のログ情報に基づい

て教室での授業の際にグループ分けを行う反転授業

（以降，グループ分け反転授業と呼ぶ）の概要を簡単

に述べる． 

グループ分け反転授業では，荒本らの研究成果で

ある学習教材作成支援システム[3]の閲覧ログ収集機

能を利用し，反転授業の自習時に，学生ごとの自習

に費やした時間を集計する．自習の最後にその理解

度を測るために自習確認テストを行う．その結果，(A)

自習時間が短くても長くても学習すべき内容は理解

できている学生，(B)自習に時間をかけなかったため

に理解できていない学生，(C)自習に時間をかけたが

理解できない学生の 3 つのグループに分ける．反転

授業の後半の教室での学習は，このグループごとに

議論や問題解決学習を行う．これにより学生の理解

度に合わせて授業が行えるので，通常の反転授業よ

りさらに効果的な反転授業が行える． 

 

2.2 グループ分け反転授業の実験結果 

文献[1][2]では，湘南工科大学情報工学科の慣用

暗号の暗号化および復号問題に関する「情報セキュ

リティ」の授業における 34 名の学生を対象に実証実

験を行った． 自習時の総自習時間と自習確認テス

トの点数の関係図は図 1のようになった． 

 

 
図 1 総自習時間と自習確認テスト点数の関係

（文献[1]より引用） 

文献[1][2]では，図 1 に示すグループごとに教室

における授業を行った後，最終的なテストを実施した．

テスト結果の点数に関しては統計的に有意な差は認

められなかったが，問題の解き方がまったく分からな

いという学生は皆無となり，特に理解度の低い学生に

対して底上げの効果を期待できるものと考えると結論

付けている． 

3. グル―プ分け反転授業に対する考察 

前節で示したグループ分け反転授業の実験に

よる評価では，慣用暗号のうち「換字法」と

「転字法」という 2 種類の暗号方式を対象とし

た反転授業を対象とした．具体的には，「換字

法」と「転字法」を含む合計 12 ページの自習用

コンテンツの総時間と，「換字法」と「転字法」

に関する 4 問の自習確認テストの合計得点でグ

ループ分けを実施した（図 1参照）． 
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しかし，「換字法」と「転字法」はその方法

が異なる暗号方式であり，問題の難易度も異な

るので，総時間と合計得点で考えるよりも，

「換字法」に関する自習時間と得点，「転字法」

に関する自習時間と得点というように別々に分

けてグループ分けをしたほうがより学生の理解

度に合致した対面学習ができると考えた．結果

を図 2と図 3に示す． 

 

 
図 2 換字法の総自習時間と自習確認テスト点数 

 

 
図 3 転字法の総自習時間と自習確認テスト点数 

 

図 2 に示したように，「換字法」は，多くの

学生にとって容易な内容であり，自習時間が長

くても短くても確認テストで満点を取る学生が

ほとんどであった．このような場合は，あえて

グループ分けをせず，教室全体で高次能力学習

型[4][5]の授業を行うことで，理解の進んだ学

生に対する適切な授業を行えると考える． 

これに対して，「転字法」に関しては図 3 に

示したように，理解できている学生，自習に時間を

かけなかったために理解できていない学生，自習に

時間をかけたが理解できない学生の 3 つのグループ

が明確に分かれた結果となった．このような場合には，

文献[1][2]で提案したグループ分け反転授業を行うこ

とで授業の効果を高めることができると考える． 

このように，一般的には自習に時間をかけれ

ばかけただけ理解度があがる，という問題だけ

ではなく，自習に時間をかけても理解度が上が

らない（かならずしも学生側が悪いわけではな

く，問題そのものの難易度が高い場合や，自習

時のコンテンツの完成度が低く時間をかけても

理解できないという場合も含む）という学生を

教室での授業でグループ分けをすることできめ

細かく救いあげることができると考える． 

その際に今回示したように，1 回の反転授業全

体でグループ分けするのではなく，テーマごと

にきめ細かくログを分析することでより適切に

グループ分けが行えるものと考える． 

4. まとめと今後の課題 

 文献[1][2]で示したグループ分け反転学習に

対してより細かい単位で自習時間と確認テスト

の関係を分析することで，教室での授業の際の

グループ分けをより適切に行える可能性を示し

た．今後は実際の授業で評価を行う必要がある．  
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